
校長 和田 哲也
11/27～12/３まで校内人権週間となっております。この間，講話や人権教室，ＳＯＳ

の出し方教室等の取組が計画され，子供たちや保護者の皆様に，一人一人の大切さや一

人一人の命を守ることについて再認識していただく機会にして欲しいと思います。

人権とは「人が社会の中で，自由に振る舞ったり生活したりすることができる権利」

です。もちろん周りの人のことも考え，社会のルールを守った上でのことですので，我

がままや自分勝手とは違います。自分も周りの人も大切にするということです。

現在，最も多くの人権が侵されてしまうのは戦争だと思います。世界に目を向け

ると，大規模な戦争が２つも起こってしまっています。毎日のように被害状況等の

悲しい情報が流れて来ます。小さな子供等を中心に，立場の弱い人たちが辛い目に

遭ってしまう様子は見ていていたたまれない気持ちになります。とにかく早く終わ

って欲しいこと，日本では絶対に起こって欲しくないことを願って止みません。今

年は奄美群島日本復帰70周年の年で.米軍支配下の郷土で辛い思いをしながらも自

分たちの伝統文化を大切にしてきた先人の努力のお陰で今の私たちの生活がありま

す。そんな辛い日々を繰り返してはならないという思いも込められているはずです。

では，学校で子供たちの人権が侵される心配があること，それはいじめやハラス

メントだと考えれます。どちらも起こることがないよう注視していく必要がありま

すが，気を付けていても本人が意図しないところでそれらにつながることが起こっ

てしまっていることはあります。自分の正直な気持ちを伝える必要があることも出

てくるかもしれません。そういったことを学習する機会が今後予定されています。

それ以外にも，子供たちがいろいろな方とのつながりを広げていけるようにして

いきたいと考えております。先日は地域の方が子供たちに「走り方」を教えてくだ

さったり，保護者や町立図書館の方が子供たちに読み聞かせ等ををしてくださった

りして，みんな大喜びでした。多くの人と関わったり，巻き込んだりしたときの笑

顔は，とても気持ちのよいものです。多くの方に支えられている山小学校です。

【元井さんによる走り方教室】 【町立図書館の方によるパネルシアター】

徳之島町立山小学校 学校だより（Ｒ５年11月３０日発行） 【キャッチフレーズ】

山小学校のＳＵＮ・山・サン運動
SUN(太陽)のような明るい笑顔 山（やま）登りのように前進する目標 山（サン）キューという感謝の心

【おぼらだれん！】
11月２日(木)は，幼・小・中合同学習発表会

でした。今年度も保護者・地域のたくさんの方

に御来場いただきました。子どもたちは，たく

さんの方の前での演技や演奏でしたが，堂々と

表現することができました。また，地域の方に

は，作品を書道や手芸などの作品展示に御協力

いただきました。御来場いただいた皆様，本当

にありがとうございました。

１日（金）…人権教室（兼 家庭教育学級）
５日（火）…避難訓練（火災）

ハイビスカス号
６日（水）…持久走大会・学級ＰＴＡ
９日（土）…土曜授業

グランドゴルフ大会
１７日（日）…ボランティア清掃8:00

家庭教育学級(ニュースポーツ大会)
２２日（金）…終業式
２８日（木）…仕事納め

11月11日(土)の土曜授業において，家庭教育
学級を兼ねて陶芸教室を行いました。講師とし
て山校区の高田宏三さんをお招きし，指導して
いただきました。悪戦苦闘しながらコップや皿
など，思い思いの作品を作り上げました。この
後，素焼き→本焼きをし，12月中には作品が仕
上がる予定です。出来上がりが楽しみです。

11月７日(火)に給食試食会を実施しまし
た。保護者に加え，３人の学校運営協議会
委員の方にも参加していただき，楽しくお
話をしながら給食を食べることができまし
た。大人数での給食は，いつもよりさらに
美味しく感じたようです。


